
２０１７年度 年主題〈愛されて育つ〉
1･2歳児５月主題 ｢きづく｣ 3･4･5歳児５月主題 「見つける」

月のねがい 月のねがい

◎神さまが創られた花や虫にふれる ◎聖書のお話を聞いたり、さんびかを歌う

◎保育室の遊具に気づき、保育者のそばで遊びを楽しむ ◎気に入った場所や遊具が見つかる

◎ひとり一人の生活リズムの中で過ごす ◎春の自然にふれて親しみをもち遊ぶ

◎保育者に思いや甘えを受けとめてもらう ◎自分の気持ちや気づいたことを身近な人に伝えようとする

３月の参観日の時、あるお母さんが教えてくださったお話です。

「我が家は、自分も仕事があり、中学生、小学生そしてこども園と３

人の子どもの送り迎えや部活の応援、そして家事と毎日忙しく過ご

しています。そんな中、毎晩家事を終わらせてから、子どもと過ごす

”ゆっくりタイム”を持っています。絵本を読んだり、その日の園での

出来事を聞たりします。子どももその時間を楽しみにしていて、夕ご

飯の片付けも手伝ってくれます。この時間を楽しむことで、その日の

仕事の疲れも忘れ、明日も頑張ろうという気持ちになります。」との

ことでした。

毎日忙しく仕事をしている大人と、自分のペ

ースで確かめながらゆっくりと経験を重ねてい

く子どもたち。無理に大人のペースに合わせよ

うとすると歯車が合わなくなり、お互いが苦し

くなっていきます。子どもたちは一人一人が違

ったペースで成長していきます。このお母さん

のように、子どもに向き合うゆったりとした時間

を作っていくことで、子育ての喜びや楽しみも倍増していくのでは

ないでしょうか。

４月に入園･進級した子どもたちと過ごしてひと月がたちました。

好きな場所を見つけたり、先生や友だちと過ごす中で、少しずつ落

ち着きを見せてきました。お母さんがいなくてももう大丈夫！自分

なりに遊びだしています。それぞれ違う家庭から集まってきた子ど

もたちの集団ですので、園では毎日ハプニングの連続です。 別個

性の集団が互いにに刺激をもらいながら過ごしています。様々な経

験を通して、友だちとたくましく遊べる子どもに育ち合ってほしいも

のです。

そんな子どもたちの毎日を応援し、私たち自身も子どもたちから

パワーをもらって、豊かな生活を創っていきましょう。

園 長

5月の行事予定

8 日～ 家庭訪問(３才以上）

10 日(水) 誕生会(4･5 月生まれ)

11 日(木) 弁当日

20 日(土) 親子遠足・父母会総会

23 日(火) 尿検査(３才以上)

27 日(土) 誕生会(めぐみ組)

30 日(火) 内科検診(３才以上)

31 日(水) 内科検診(０～２才児)

6月の行事予定

3 日(土) 家族の日参観(３才以上)

9 日(金) 歯科検診(全園児)

13 日(火) 給食試食会（あい組）

15 日(木) 給食試食会（のぞみ組）

21 日(水) 海遊び・弁当日

29 日(木) 誕生会(6･7･8 月生まれ)

今月の聖句 「いつまでものこるものは信仰と希望と愛です。」
Ⅰコリント 13:13

今月のテーマは「信・望・愛」です。私達の人生で常に考えるべきテーマです。
①「信」は天地創造の父なる神への敬愛。地上に受肉し、人類の罪の身代わりとなって十字

架に死んでくださり、復活して人類から「死」の恐怖を取り除き、永遠のいのちへの道を完成した子な
るキリストへの信頼。②「望」は神の国への希望。天国、極楽への希望。③「愛」は憎しみあう世、
奪い合う世、殺し合う戦争の世を完全に捨てて、平和と友好の世を創るべく、互いに「愛し合う」
事。同章に愛の教えが具体的に記されているので引用します。「愛は忍耐強い、情け深い、妬ま
ない。自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求めず、苛立たず、恨みを抱かない。
不義を喜ばず、真理を喜ぶ。すべてを信じ、全てを望み、全てに絶える。」（同章４節～６節）
夫婦関係、親子関係、ご近所との人間関係、市民として、日本の国民として、世界の人類と

して、以上のことが実行できれば、この世は即天国、極楽に変わります。「愛」のことを、昔の人は
「ご大切」と表現しました。互いに他人を自分より偉い者と思いましょう。原典では「愛」のことをアガ
ペー（神の愛、母の愛の意）という言語を使っています。日本語でエロス（異性愛）、ストルゲー
（愛国）という表現に、いずれも「愛」と訳していますが、厳密にはアガペー、エロス、ストルゲー
は峻別すべきです。とはいえ、「愛の実行」は中々実行できない場合が多いものです。自我が優先
してしまいます。そのような時は、まずは父なる神に祈って下さい。「神よ、愛の無い我を助け給え」
と。そうすれば、神は聖霊を送って、必ず助けてくださいます。父と子と聖霊なる神（三位一体の
神）はあなたと人類を愛（アガペー）しています。 前理事長 池田公榮
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大豆生田啓友先生の

「子育ての悩み解決 １００のメッセージ」より の子よりも早くその面を伸ばせるなどの情報です。しかし、一

「子どもの発達について」 時的には効果があっても、長期的に見れば必ずしもそうでない

ことも多いようです。乳幼児期は、これから長い人生を生きて

子どもの育つ力を信じましょう。子どもには自ら育とう いく「根っこ」をつくる時期だといわれます。ですから、親と

とする力があります。そして、一人ひとりがそれぞれの の信頼関係をつくることや、人とのかかわり方を学ぶこと、遊

ペーススで育ちます。 びの中でさまざまなことに興味関心や知的好奇心を持つこと、

心やからだをたくさん動かすこと、感じたことを表現する経験

１）発達には個人差や個性がある などが大切にされています。それが、生きる力や学ぶ力の根っ

子どもの発達を見ていると，そこには個人差があること こをつくり、後伸びする力を付けるとも言われています。先回

がわかります。身体の大きい子、小さい子。かけっこが早 りせず、この時期にしかできない経験を大切にしたいものです。

い子、遅い子。早く文字が読める子、ゆっくりな子。あら ３）子どもには自ら育とうとする力がある

ゆる点で個人差があります。この個人差はこの先もずっと 大人は、しつけ、教えることで子どもがよりよく育つと考え

そうとは限りません。これまで全く文字が読めなかった子 ます。もちろんそうなのですが、実はそれ以上に、子どもが持

が急に関心を持ち、あっという間に読めるようになること つ「自ら学び育とうとする力」のほうが影響があると、多くの

だってよくあります。むしろ、そうした子が逆に本好きな 研究で明らかになっています。赤ちゃんが、教えもしないのに

子になることだってあるのです。また、興味を持つことに 数年で多くの言葉をしゃべるようになることからもそれはわか

も個性があります。踊るのが好きな子、絵を描くのが好き りますよね。子どもは日常の遊びや生活を通して、周囲の環境

な子など、さまざまです。私たちはまず、この個人差や個 から多くのことを学び取っているのです。

性があることを受け止めなければなりません。 子ども自身が持つ自ら育つ力を信じ、その育つ力のすばらし

２）発達には段階がある さに気づけることが、子育ての喜びであるのだと思います。

よく発達段階などと言われます。人が発達するうえでは、

その年齢や時期にふさわしい経験や内容があるということ 大豆生田啓友（おおまめうだ ひろとも）先生

です。一方で、私たちのまわりにはそれとは異なる情報も 玉川大学教育学研究科教授

氾濫しています。早くから読み書きなどを教えれば、ほか 子どもと保育総合研究所研究員


